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あ
ら
す
じ 

推

理

が
嫌

い
な
探

偵

、
人

見

吏

志

は
友

人

で
刑

事

の

鷹

尾

慶

太

に
密

室

殺

人

事

件

の
解

決

を
依

頼

さ
れ
た
。 

当

然

断

ろ
う
と
す
る
が
、
弱

み
を
握

ら
れ
て
い
た
人

見

は
嫌

々
な
が
ら
事

件

現

場

で
あ
る
壽

松

木

家

を
訪

れ
た
。 

 

壽

松

木

葉

菜

子

の
婚

約

者

、
太

央

市

籠

が
何

者

か
に

殺

害

さ
れ
た
と
い
う
こ
の
事

件

。
関

係

者

の
両

家

家

族

か

ら
事

情

を
聴

い
た
人

見

は
、
終

始

不

機

嫌

な
ま
ま
だ
っ
た

が
、
不

可

解

な
点

と
見

抜

い
た
嘘

を
上

げ
、
無

意

識

な
が

ら
も
推

理

を
進

め
る
。 

翌

日

、
再

度

顔

を
合

わ
せ
た
両

家

に
人

見

が
突

き
付

け
た
嘘

の
真

実

は
、
市

籠

と
壽

松

木

家

の
執

事

、
輪

瀬

允

典

が
恋

仲

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

未

知

の
関

係

に
混

乱

し
、
心

無

い
言

葉

を
零

す
父

親

た
ち
に
、
二

人

の
愛

の
美

し
さ
に
惹

か
れ
、
婚

約

を
決

意

し

た
葉

菜

子

は
怒

り
を
向

け
る
。
真

実

の
愛

だ
と
訴

え
る
葉

菜

子

に
続

き
、
人

見

は
未

知

を
恐

れ
ず
知

る
努

力

を
す

る
べ
き
で
あ
り
、
人

の
趣

味

嗜

好

に
は
寄

り
添

わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
語

っ
た
。 

そ
の
後

、
事

件

は
無

事

解

決

の
道

を
辿

っ
た
。 
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登

場

人

物 

人

見

ひ

と

み 

吏 え

つ

志 し

（
３

０

）
探

偵 

鷹

尾

た

か

お 
慶 け

い

太 た

（
３

０

）
刑

事

・
人

見

の
友

人 

振 ふ

り

原 は

ら 

一 か

ず

実 み

（
２

０

）
大

学

生

・
探

偵

助

手 

 

壽 す

松

木

ず

き 

喜

多

彦

き

た

ひ

こ

（
６

０

）
壽

松

木

家

当

主 

壽

松

木 

波

留

子

は

る

こ

（
５

５

）
喜

多

彦

の
妻 

壽

松

木 

葉 は

菜

子

な

こ

（
２

５

・
２

８

）
市

籠

の
婚

約

者 

輪 わ

瀬 せ 

寿 も

と

宏 ひ

ろ

（
５

２

）
執

事 

輪

瀬 

允 み

つ

典 の

り

（
２

７

・
３

０

）
執

事

・
寿

宏

の
息

子 

 

太 た

央 な

か 

繁

昌

は
ん
じ
ょ
う

（
５

５

）
太

央

家

当

主 

太

央 

柳

您

ゆ

う

に

ん

（
３

５

）
繁

昌

の
嫁

・
中

国

人 

太

央 

市 い

ち

籠 ろ

う

（
２

７

・
３

０

）
葉

菜

子

の
婚

約

者 

 

男

子

大

学

生

（
２

０

）
一

実

に
告

白

さ
れ
る 
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〇
盧 ろ

胡 こ

大

学

・
中

庭

 

向

か
い
合

っ
て
立

っ
て
い
る
男

子

大

学

生

（
２

０

）

と
振

原

一

実

（
２

０

）
。 

男

子

大

学

生

「
（
頭

を
下

げ
）
ご
め
ん
！

」 

一

実

「
え
っ
」 

男

子

大

学

生

「
俺

、
振

原

の
こ
と
そ
う
い
う
風

に
見

れ
な

い
。
ホ
ン
ト
ご
め
ん
」 

男

子

大

学

生

、
立

ち
去

る
。 

一

実

、
呆

然

と
見

送

る
。 

一

実

（
Ｍ

）
「
振

原

一

実

二

十

歳

。
た
っ
た
今

、
失

恋

回

数

１

９

回

を
更

新

し
ま
し
た
」 

Ｔ

【
大

学

生

・
振

原

一

実

】
に
【
失

恋

１

９

回

】

が
追

加

。 

 

〇
ビ
ル
・
人

見

探

偵

事

務

所

・
外

観

 

レ
ン
ガ
張

り
の
二

階

建

て
ビ
ル
に
事

務

所

の
看

板

。 

一

階

に
喫

茶

店

、
二

階

に
探

偵

事

務

所

。 

一

実

（
Ｍ

）
「
こ
こ
は
私

の
バ
イ
ト
先

、
家

政

婦

と
し
て
働

い
て
ま
す
」 

一

実

、
喫

茶

店

横

の
階

段

を
上

が
る
。 



 

4 

 

 

〇
同

・
内

 海

外

の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
が
飾

ら
れ
て
い
る
。 

ロ
コ
コ
調

の
机

と
皮

張

り
の
社

長

椅

子

。 

そ
の
前

に
客

人

用

の
ソ
フ
ァ
ー
と
ロ
ー
テ
ー
ブ
ル
、

同

じ
く
ロ
コ
コ
調

。 

一

角

に
は
カ
ウ
ン
タ
ー
キ
ッ
チ
ン
。 

一

実

「
（
ド
ア
を
開

け
る
）
こ
ん
に
ち
は
ー
」 

人

見

吏

志

（
３

０

）
、
机

を
叩

く
。 

一

実

、
驚

く
。 

人

見

「
断

る
」 

英

国

紳

士

の
よ
う
な
ス
ー
ツ
を
着

こ
な
し
た
人

見

、

向

か
い
に
座

っ
て
い
る
人

物

（
鷹

尾

）
を
睨

む
。 

一

実

（
Ｍ

）
「
こ
の
方

は
人

見

吏

志

先

生

。
こ
の
事

務

所

の
所

長

で
唯

一

の
探

偵

さ
ん
」 

Ｔ
【
探

偵

・
人

見

吏

志

】 

鷹

尾

「
そ
ん
な
こ
と
言

わ
な
い
で
欲

し
い
な
ー
」 

に
こ
に
こ
し
て
い
る
超

絶

イ
ケ
メ
ン
の
鷹

尾

慶

太

（
３

０

）
、
フ
ォ
ー
マ
ル
ス
ー
ツ
姿

。 

一

実

（
Ｍ

）
「
先

生

の
お
友

達

の
鷹

尾

慶

太

さ
ん
。
職

業
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は
刑

事

さ
ん
で
す
」 

Ｔ
【
刑

事

・
鷹

尾

慶

太

】 
人

見

「
嫌

だ
ね
、
専

門

外

だ
」 

人

見

、
そ
っ
ぽ
向

く
。 

溜

息

を
吐

く
鷹

尾

、
一

実

に
気

づ
く
。 

鷹

尾

「
や
あ
、
お
邪

魔

し
て
る
よ
」 

手

を
振

る
鷹

尾

の
背

景

に
薔

薇

が
咲

く
。 

一

実

（
Ｍ

）
「
今

日

も
か
っ
こ
い
い
～

」 

一

実

「
（
は
っ
と
し
て
）
ゆ
っ
く
り
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
～

」 

一

実

、
キ
ッ
チ
ン
へ
行

き
、
ケ
ト
ル
で
お
湯

を
沸

か

す
。 

鷹

尾

「
こ
こ
最

近

の
仕

事

は
？

」 

人

見

「
浮

気

調

査

」 

鷹

尾

「
と
？

」 

人

見

「…
…

（
な
い
）
」 

鷹

尾

「
こ
こ
の
家

賃

と
可

愛

い
助

手

の
お
給

料

は
払

え
る

の
か
な
ぁ
」 

一

実

（
Ｍ

）
「
そ
う
な
ん
で
す
。
う
ち
は
先

生

が
あ
ん
な
感

じ
だ
か
ら
依

頼

が
少

な
く
て
い
つ
も
カ
ツ
カ
ツ
」 

一

実

、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
出

す
。 
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人

見

「
助

手

じ
ゃ
な
い
、
家

政

婦

だ
」 

鷹

尾

「
同

じ
よ
う
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
か
」 

人

見

「
ど
こ
が
だ
。
仕

事

の
手

助

け
は
一

切

受

け
て
な
い

ぞ
」 

鷹

尾

「
一

実

ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
で
生

活

が
保

た
れ
て
い
る
ん

だ
。
立

派

な
助

手

だ
よ
」 

コ
ー
ヒ
ー
を
持

っ
て
く
る
一

実

、
そ
れ
ぞ
れ
の
前

に

置

く
。 

鷹

尾

「
あ
り
が
と
う
」 

舞

い
散

る
薔

薇

。 

一

実

「
い
え
」 

一

実

、
花

び
ら
を
受

け
な
が
ら
笑

顔

を
返

す
。 

人

見

「
ミ
ル
ク
は
？

」 

一

実

、
人

見

の
前

に
大

き
な
ミ
ル
ク
ピ
ッ
チ
ャ
ー

を
置

く
。 

一

実

「
ど
う
ぞ
（
ガ
ン
飛

ば
し
）
」 

人

見

、
コ
ー
ヒ
ー
に
大

量

の
ミ
ル
ク
を
入

れ
る
。 

鷹

尾

「
そ
う
だ
、
一

実

ち
ゃ
ん
も
一

緒

に
聞

い
て
い
く
か

い
？

」 

一

実

「
は
い
、
ぜ
ひ
」 
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人

見

「
は
あ
？

」 

一

実

、
人

見

の
横

に
座

る
。 

人

見

、
舌

打

ち
。 

一

実

、
舌

打

ち
し
返

す
。 

鷹

尾

、
鞄

か
ら
資

料

を
出

す
。 

鷹

尾

「
先

日

、
殺

人

事

件

が
起

き
た
ん
だ
。
殺

害

さ
れ
た

の
が
ス
ズ
キ
ハ
ナ
コ
さ
ん
の
婚

約

者─

」 

人

見

「
ダ
サ
い
名

前

だ
な
」 

一

実

「
全

国

の
ス
ズ
キ
ハ
ナ
コ
さ
ん
に
謝

っ
て
く
だ
さ
い
」 

人

見

「
フ
ン
」 

鷹

尾

「─

タ
ナ
カ
イ
チ
ロ
ウ
さ
ん
」 

一

実

「
ダ
サ
ッ
」 

人

見

「
お
前

も
全

国

の
タ
ナ
カ
イ
チ
ロ
ウ
さ
ん
に
謝

る
べ
き

だ
」 

一

実

、
む
っ
と
す
る
。 

鷹

尾

「
何

者

か
に
後

ろ
か
ら
刺

さ
れ
て
死

亡

。
し
か
も
そ
れ

が
密

室

で
ね
」 

人

見

、
ク
リ
ー
マ
ー
を
出

し
て
ミ
ル
ク
を
泡

立

て
る
。 

一

実

（
Ｍ

）
「
は
っ
！

？ 

何

し
て
ん
の
！

？

」 

鷹

尾

「
他

殺

な
の
は
明

ら
か
な
ん
だ
け
ど
、
問

題

は
密

室
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の
謎

な
ん
だ
。
内

側

か
ら
カ
ギ
が
か
け
ら
れ
、
窓

も
閉

ま

っ
て
い
た
」 

人

見

、
ラ
テ
ア
ー
ト
を
作

る
。 

未

知

の
生

物

が
出

来

上

が
っ
て
い
く
。 

一

実

（
Ｍ

）
「
怪

物…
…

？

」 

鷹

尾

「
今

回

は
何

？ 
シ
ロ
ク
マ
か
な
」 

人

見

「
ネ
コ
だ
。
話

は
終

わ
り
か
」 

人

見

、
ア
ー
ト
の
部

分

を
音

を
立

て
て
す
す
る
。 

一

実

（
Ｍ

）
「
う
わ…

…

」 

鷹

尾

「
何

か
わ
か
っ
た
？

」 

人

見

「
何

度

も
言

う
が
僕

は
推

理

が
嫌

い
だ
。
推

理

を
し

た
く
て
探

偵

に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
。
堂

々
と
人

間

観

察

を
し
た
い
か
ら
探

偵

に
な
っ
た
ん
だ
。
毎

度

毎

度

行

き

詰

っ
た
事

件

を
持

っ
て
こ
な
い
で
く
れ
」 

一

実

「
堂

々
と
変

態

発

言

し
な
い
で
く
だ
さ
い
」 

鷹

尾

「
嫌

い
だ
っ
て
い
う
く
せ
に
得

意

だ
ろ
？

」 

人

見

「
得

意

じ
ゃ
な
い
！

」 

鷹

尾

「
一

実

ち
ゃ
ん
を
見

て
思

う
こ
と
は
？

」 

人

見

「
（
見

も
せ
ず
）
今

日

も
フ
ラ
れ
て
傷

心

中

」 

一

実

「
は
っ
！

？

」 
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鷹

尾

、
さ
す
が
と
い
う
顔

。 

一

実

「
な
、
何

で
す
か
い
き
な
り
。
っ
て
い
う
か
勝

手

に
決

め

つ
け
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
」 

人

見

「
は
あ
？

 

一

目

見

れ
ば
わ
か
る
だ
ろ
。
普

段

よ
り

気

合

が
入

っ
た
化

粧

な
の
に
マ
ス
カ
ラ
だ
け
落

ち
て
目

も
充

血

し
て
い
る
。
恋

愛

体

質

で
あ
る
こ
と
か
ら
ま
た
フ

ラ
れ
た
ん
だ
ろ
う
と
思

っ
た
だ
け
だ
。
そ
れ
は
そ
う
と
こ
れ

で
何

度

目

だ
？ 

２

０

連

敗

じ
ゃ
な
い
か
？

」 

一

実

「
じ
ゅ
、
１

９

回

で
す
！

」 

鷹

尾

「
（
笑

う
）
ほ
ら
ね
、
そ
の
調

子

で
な
ん
だ
か
ん
だ
い
つ

も
解

決

し
て
く
れ
る
じ
ゃ
な
い
か
」 

人

見

「
知

る
か
！ 

事

件

は
警

察

で
解

決

し
ろ
。
僕

は
推

理

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ん
だ
。
お
前

が
顔

を
見

る
だ
け
で
悪

寒

が
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ど
う
し
て
く
れ
る
。
も
う
さ
っ

さ
と
帰

っ
て
く
れ
」 

一

実

（
Ｍ

）
「
推

理

に
ア
レ
ル
ギ
ー
は
な
い
で
し
ょ
」 

鷹

尾

「
お
土

産

で
ミ
ル
ク
ケ
ー
キ
を
持

っ
て
き
た
ん
だ
け
ど

な
」 

鷹

尾

、
鞄

か
ら
お
菓

子

の
箱

を
チ
ラ
ッ
と
出

す
。 

人

見

、
動

き
が
止

ま
る
。 
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鷹

尾

「
あ
と
北

海

道

産

ミ
ル
ク
ア
イ
ス
も
」 

鷹

尾

、
冷

凍

庫

を
ち
ら
っ
と
見

る
。 

人

見

、
鷹

尾

を
見

る
。 

鷹

尾

、
に
っ
こ
り
微

笑

む
。 

一

実

（
Ｍ

）
「
そ
う
な
ん
で
す
。
先

生

は
乳

製

品

に
目

が
な

い
ん
で
す
」 

タ
イ
ト
ル
「
探

偵

さ
ん
は
推

理

が
お
嫌

い
！

」 

 

〇
壽

松

木

家

・
外

門

 

Ｔ
【
次

の
日

】 

豪

邸

を
見

上

げ
る
三

人

、
正

装

。 

一

実

「
家

も
漢

字

も
や
ば
。
こ
れ
で
ス
ズ
キ
？

」 

鷹

尾

「
何

度

来

て
も
び
っ
く
り
す
る
ね
ぇ
」 

一

実

（
Ｍ

）
「
鷹

尾

さ
ん
も
や
ば
ー
い
」 

人

見

、
は
っ
と
し
て
。 

人

見

「
い
や
待

て
、
何

で
こ
い
つ
も
居

る
ん
だ
」 

人

見

、
一

実

を
指

さ
す
。 

一

実

「
（
払

う
）
指

さ
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
」 

人

見

「
し
か
も
こ
の
服

！ 

一

体

い
く
ら
し
た
ん
だ
。
経

費

で
落

と
さ
な
い
か
ら
な
」 
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鷹

尾

「
似

合

っ
て
る
よ
。
一

実

ち
ゃ
ん
も
」 

鷹

尾

、
ウ
ィ
ン
ク
。 

一

実

（
Ｍ

）
「
（
胸

を
押

さ
え
て
）
は
う
っ
」 

人

見

「
視

力

と
色

覚

が
腐

り
落

ち
た
か
。
こ
れ
の
ど
こ
が

似

合

っ
て
い
る
と
言

う
ん
だ
。
ゴ
ー
レ
ム
が
花

を
飾

っ
て

い
る
方

が
ま
し
だ
ろ
」 

一

実

「
ひ
ど
い
！

」 

鷹

尾

、
呼

び
鈴

を
鳴

ら
す
。 

寿

宏

（
声

）
「
は
い
」 

鷹

尾

「
鷹

尾

で
す
」 

寿

宏

（
声

）
「
お
開

け
い
た
し
ま
す
」 

門

が
開

く
。 

入

る
鷹

尾

、
続

く
人

見

と
一

実

。 

人

見

「
出

さ
な
い
か
ら
な
、
一

銭

も
」 

鷹

尾

「
心

配

し
な
く
て
も
二

人

は
レ
ン
タ
ル
だ
か
ら
」 

人

見

「
レ
ン
タ
ル
代

も
出

さ
な
い
か
ら
な
」 

一

実

（
Ｍ

）
「
私

達

は
レ
ン
タ
ル…

…

。
え
っ
じ
ゃ
あ
鷹

尾

さ

ん
は
自

前…
…

？

」 

 

〇
同

・
一

階

・
玄

関

 



 

12 

 

扉

を
開

け
る
執

事

の
輪

瀬

寿

宏

（
５

２

）
と
息

子

の
允

典

（
３

０

）
。 

床

は
大

理

石

、
壁

に
は
有

名

絵

画

が
飾

ら
れ
て

い
る
。 

一

実

「
（
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
）
家

の
中

も
す
ご…

…

」 

人

見

「
貧

乏

人

丸

出

し
だ
ぞ
恥

ず
か
し
い
」 

一

実

、
む
っ
と
す
る
。 

壁

に
掛

け
ら
れ
た
絵

を
二

度

見

す
る
人

見

、
駆

け
寄

っ
て
舐

め
る
よ
う
に
見

る
。 

人

見

「
こ
れ
は
素

晴

ら
し
い
」 

一

実

「
（
小

声

）
恥

ず
か
し
い
の
は
ど
っ
ち…

…

」 

寿

宏

「
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ
」 

寿

宏

、
案

内

す
る
。 

一

実

、
人

見

を
引

き
ず
っ
て
い
く
。 

 

〇
同

・
広

間

 

溢

れ
る
よ
う
に
人

が
居

る
広

間

、
そ
れ
ぞ
れ
ワ
イ

ン
や
ジ
ュ
ー
ス
を
手

に
持

っ
て
い
る
。 

人

見

「
何

だ
こ
れ
、
ま
る
で
パ
ー
テ
ィ
じ
ゃ
な
い
か
」 

鷹

尾

「
一

応

追

悼

式

な
ん
だ
け
ど
ね
」 
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人

見

「
だ
っ
た
ら
タ
ナ
カ
家

で
や
る
べ
き
で
は
？

」 

鷹

尾

「
そ
の
意

見

に
は
賛

成

す
る
よ
」 

ウ
ェ
イ
タ
ー
か
ら
ド
リ
ン
ク
を
勧

め
ら
れ
る
一

実

、

シ
ャ
ン
パ
ン
に
手

を
伸

ば
す
。 

人

見

、
横

か
ら
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
二

つ
取

っ
て

一

実

に
一

つ
渡

す
。 

一

実

「
何

で
す
か
」 

人

見

「
ア
ル
コ
ー
ル
は
や
め
て
お
け
」 

一

実

「
私

、
成

人

し
て
る
ん
で
す
け
ど
」 

一

実

、
渋

々
受

け
取

る
。 

人

見

、
も
う
一

つ
を
鷹

尾

に
押

し
付

け
る
。 

貰

う
鷹

尾

、
飲

む
。 

壽

松

木

家

が
広

間

に
入

り
、
静

か
に
な
る
。 

お
辞

儀

を
す
る
壽

松

木

波

留

子

（
５

５

）
、
化

粧

が
濃

い
。 

隣

で
偉

そ
う
に
立

っ
て
い
る
夫

の
喜

多

彦

（
６

０

）

と
そ
の
後

ろ
に
娘

の
葉

菜

子

（
２

８

）
。 

一

実

「
（
小

声

）
す
っ
ご
」 

人

見

「
（
小

声

）
化

粧

が
え
ぐ
い
な
」 

鷹

尾

「
（
小

声

）
今

日

は
控

え
め
な
方

だ
よ
」 
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一

実

と
人

見

「
（
小

声

）
あ
れ
で
？

」 

波

留

子

「
皆

様

、
今

日

は
お
集

ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
ご
存

じ
か
と
思

い
ま
す
が
、
先

日

娘

の
婚

約

者

が
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
入

籍

を

間

近

に
控

え
て
い
た
こ
と
で
私

共

々
大

層

心

を
痛

め
て

お
り
ま
す
」 

波

留

子

、
ハ
ン
カ
チ
を
目

に
当

て
る
。 

一

実

「
（
小

声

）
い
い
お
母

さ
ん
」 

人

見

「
（
小

声

）
嘘

泣

き
だ
」 

一

実

「
（
小

声

）
え
っ
」 

波

留

子

「
せ
め
て
未

練

が
残

ら
ぬ
よ
う
お
送

り
し
た
く
、

今

回

さ
さ
や
か
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
催

し
を
開

か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
皆

様

ど
う
か
、
故

人

を
想

い
お
祈

り
く

だ
さ
い
」 

波

留

子

、
頭

を
下

げ
る
。 

拍

手

が
起

き
る
。 

喜

多

彦

「
さ
あ
パ
ー
テ
ィ
の
始

ま
り
で
す
！

」 

一

実

「
パ
ー
テ
ィ
っ
て
言

っ
ち
ゃ
っ
て
ま
す
よ
」 

人

見

「
言

っ
た
な
」 

鷹

尾

「
言

っ
ち
ゃ
っ
た
ね
」 
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音

楽

が
流

れ
、
料

理

が
運

ば
れ
て
く
る
。 

一

実

「
何

で
す
か
こ
れ
」 

鷹

尾

「
何

だ
ろ
う
ね
」 

人

見

「
自

己

満

足

だ
ろ
。
金

持

ち
は
訳

の
わ
か
ら
な
い
理

由

で
パ
ー
テ
ィ
し
た
が
る
か
ら
な
」 

葉

菜

子

、
広

間

か
ら
出

て
行

く
。 

一

実

「
葉

菜

子

さ
ん
が
か
わ
い
そ
う
」 

人

見

「
ど
う
だ
か
な
」 

一

実

「
ひ
ど
い
。
一

番

悲

し
い
の
は
葉

菜

子

さ
ん
で
す
よ
」 

人

見

「
現

時

点

で
は
容

疑

者

候

補

だ
ろ
」 

一

実

、
む
す
っ
と
す
る
。 

鷹

尾

、
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
。 

人

見

「
何

だ
」 

鷹

尾

「
い
い
コ
ン
ビ
だ
な
と
思

っ
て
」 

人

見

「
ふ
ざ
け
た
こ
と
を
」 

人

見

、
パ
ー
テ
ィ
の
参

加

者

を
見

る
。 

人

見

「
タ
ナ
カ
家

は
居

な
い
の
か
」 

鷹

尾

「
別

の
部

屋

に
居

る
よ
。
一

緒

に
話

を
聞

き
た
い
か

ら
待

機

し
て
も
ら
っ
て
る
」 

人

見

「
そ
れ
を
早

く
言

え
」 
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寿

宏

、
三

人

に
近

づ
く
。 

寿

宏

「
お
待

た
せ
い
た
し
ま
し
た
」 

 

〇
同

・
応

接

間
 

寿

宏

、
扉

を
開

け
る
。 

壽

松

木

家

と
タ
ナ
カ
家

が
向

か
い
合

っ
て
座

っ
て

い
る
。 

三

人

、
扉

側

の
ソ
フ
ァ
ー
に
座

る
。 

寿

宏

、
壽

松

木

家

の
後

ろ
に
立

つ
。 

横

に
允

典

。 

鷹

尾

「
皆

さ
ん
お
揃

い
で
す
ね
。
さ
て
、
ま
ず
は
自

己

紹

介

か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
か
」 

愛

想

笑

い
を
す
る
鷹

尾

、
背

景

に
ガ
ー
ベ
ラ
が
咲

く
。 

一

実

（
Ｍ

）
「
刑

事

モ
ー
ド
の
鷹

尾

さ
ん
だ
！

」 

波

留

子

、
鷹

尾

に
見

惚

れ
て
い
る
。 

寿

宏

「
で
は
私

か
ら
ご
紹

介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
奥

に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
が
壽

松

木

家

当

主

、
喜

多

彦

様

」 

Ｔ
【
当

主

・
壽

松

木

喜

多

彦

】 

寿

宏

「
そ
の
お
隣

が
奥

様

の
波

留

子

様

」 
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Ｔ
【
妻

・
壽

松

木

波

留

子

】 

波

留

子

、
会

釈

。 
寿

宏

「
そ
し
て
葉

菜

子

お
嬢

様

で
す
」 

Ｔ
【
娘

・
壽

松

木

葉

菜

子

】 

葉

菜

子

、
お
辞

儀

を
す
る
。 

寿

宏

「
お
次

に
太

央

家

ご
当

主

、
太

央

繁

昌

様

」 

Ｔ
【
太

央

家

当

主

・
太

央

繫

昌

】 

軽

く
会

釈

を
す
る
太

央

繁

昌

（
５

５

）
。 

寿

宏

「
お
隣

が
奥

様

の
太

央

柳

您

様

」 

Ｔ
【
妻

・
太

央

柳

您

】 

チ
ャ
イ
ナ
服

姿

の
柳

您

（
３

５

）
、
お
辞

儀

。 

一

実

「
綺

麗

な
人…

…

」 

人

見

「
似

合

う
も
の
が
わ
か
っ
て
い
る
な
」 

人

見

、
一

実

を
見

て
鼻

で
笑

う
。 

一

実

（
Ｍ

）
「
む
か
っ
」 

寿

宏

「
最

後

に
私

が
壽

松

木

家

の
執

事

、
輪

瀬

寿

宏

と

息

子

の
允

典

で
す
」 

Ｔ
【
執

事

・
輪

瀬

寿

宏

】 

Ｔ
【
執

事

・
輪

瀬

允

典

】 

寿

宏

と
允

典

、
お
辞

儀

を
す
る
。 
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鷹

尾

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
で
は
私

ら
の
方

も
簡

単

に
。
刑

事

の
鷹

尾

で
す
。
隣

は
探

偵

の
人

見

で
す
」 

人

見

「
人

見

で
す
。
横

の
は
オ
マ
ケ
な
の
で
気

に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
」 

一

実

（
Ｍ

）
「
私

の
紹

介

ア
ッ
サ
ァ
！

」 

一

実

「
助

手

の
振

原

一

実

で
す
」 

人

見

と
睨

み
合

う
一

実

、
火

花

が
散

る
。 

鷹

尾

、
手

帳

を
取

り
出

す
。 

鷹

尾

「
本

題

に
入

り
ま
し
ょ
う
か
。
事

件

は
夜

中

に
起

き

ま
し
た
」 

 

〇
聴

取

内

容

・
事

件

の
再

現 

広

々
と
し
た
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
高

級

家

具

。 

鷹

尾

（
Ｎ

）
「
被

害

は
太

央

市

籠

さ
ん
」 

黒

子

、
市

籠

と
か
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
を
首

か
ら
下

げ
て
い
る
、
以

下

市

籠

（
仮

）
。 

鷹

尾

（
Ｎ

）
「
市

籠

さ
ん
は
何

者

か
に
後

ろ
か
ら
刺

さ
れ
て

殺

さ
れ
ま
し
た
」 

市

籠

（
仮

）
、
何

者

か
に
刺

さ
れ
て
床

に
倒

れ
る
。 

鷹

尾

（
Ｎ

）
「
第

一

発

見

者

は─

」 
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〇
壽

松

木

・
一

階

・
応

接

間

 
寿

宏

「
私

で
す
」 

寿

宏

を
見

る
人

見

、
葉

菜

子

に
視

線

を
移

す
。 

葉

菜

子

、
俯

い
て
い
る
。 

鷹

尾

「
通

報

は
夜

中

の
２

時

近

く
で
し
た
。
そ
の
時

間

に

何

を
？

」 

寿

宏

「
私

ど
も
執

事

は
い
つ
で
も
す
ぐ
対

応

で
き
る
よ
う
に

交

代

で
起

き
て
お
り
ま
す
。
当

日

は
私

が
当

番

で
し
た
」 

鷹

尾

「
そ
う
で
す
か
」 

 

〇
聴

取

内

容

・
事

件

の
再

現 

鷹

尾

（
Ｎ

）
「
そ
れ
か
ら
ど
う
し
ま
し
た
？

」 

寿

宏

の
お
面

を
付

け
て
い
る
黒

子

、
以

下

寿

宏

（
仮

）
、
入

り
口

に
立

っ
て
い
る
。 

寿

宏

（
Ｎ

）
「
旦

那

様

と
奥

様

を
呼

び
に
そ
の
場

か
ら
離

れ
ま
し
た
」 

寿

宏

（
仮

）
、
部

屋

か
ら
離

れ
る
。 

寿

宏

（
Ｎ

）
「
戻

っ
て
き
ま
し
た
ら
お
嬢

様

と
允

典

が
部

屋

に
居

ま
し
た
」 
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葉

菜

子

（
仮

）
と
允

典

（
仮

）
、
入

り
口

に
立

っ

て
い
る
。 

寿

宏

（
仮

）
、
喜

多

彦

（
仮

）
と
波

留

子

（
仮

）

を
連

れ
て
来

る
。 

寿

宏

（
Ｎ

）
「
そ
し
て
最

後

に
太

央

様

ご
夫

婦

が
」 

繁

昌

（
仮

）
と
柳

您

（
仮

）
が
や
っ
て
来

る
。 

 

〇
壽

松

木

・
一

階

・
応

接

間

 

鷹

尾

「
な
る
ほ
ど
、
で
は
寿

宏

さ
ん
が
居

な
く
な
っ
た
あ
と
、

密

室

で
は
な
い
状

態

が
あ
っ
た
と
」 

寿

宏

「
そ
の
通

り
で
ご
ざ
い
ま
す
」 

鷹

尾

「
な
ら
部

屋

に
潜

ん
で
い
た
犯

人

が
逃

げ
出

す
こ
と

も
で
き
ま
す
ね
」 

波

留

子

「
外

部

の
人

間

が
や
っ
た
っ
て
こ
と
で
す
か
？

」 

鷹

尾

「
ま
あ
、
可

能

性

の
話

で
す
が
」 

人

見

、
そ
れ
ぞ
れ
の
顔

を
見

て
い
る
。 

鷹

尾

「
ど
な
た
か
気

に
な
っ
た
事

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

か
？ 

何

で
も
構

い
ま
せ
ん
」 

静

ま
り
返

る
室

内

。 

一

実

「
（
恐

る
恐

る
手

を
上

げ
て
）
あ
の
ぉ…

…

」 
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鷹

尾

「
ん
？ 

（
笑

顔

）
」 

後

光

が
差

す
鷹

尾

。 
一

実

（
Ｍ

）
「
ぐ
は
っ
」 

一

実

「
き
、
凶

器

は
見

つ
か
っ
た
ん
で
す
か
？

」 

鷹

尾

「
あ
あ
、
凶

器

は
ま
だ
見

つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
敷

地

内

を
く
ま
な
く
探

さ
せ
て
も
ら
っ
て
も
そ
れ
ら
し
き
物

は

一

切

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」 

寿

宏

「
（
ふ
と
）
そ
う
い
え
ば
」 

鷹

尾

「
何

か
？

」 

寿

宏

「
市

籠

様

は
普

段

着

を
お
召

し
で
し
た
」 

鷹

尾

「
夜

中

の
２

時

に
普

段

着

。
不

思

議

で
す
ね
」 

波

留

子

「
（
も
じ
も
じ
）
あ
の
ぉ
」 

鷹

尾

「
は
い
（
笑

顔

）
」 

波

留

子

「
（
ど
き
っ
）
お
、
お
隣

の
方

、
探

偵

さ
ん
な
ん
で
す

よ
ね
？

」 

視

線

が
人

見

に
集

ま
る
。 

鷹

尾

「
あ
ー…
…

（
え
っ
と
）
」 

人

見

「
推

理

し
ま
せ
ん
が
？

」 

波

留

子

「
え
っ
？ 

探

偵

な
の
に
？

」 

喜

多

彦

「
で
は
な
ぜ
こ
こ
へ
？

」 
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人

見

「
（
鷹

尾

を
指

さ
す
）
誘

導

さ
れ
て
」 

鷹

尾

、
笑

顔

で
そ
の
指

を
握

る
。 

人

見

「
イ
ッ
！

（
痛

い
）
」 

鷹

尾

「
解

決

さ
せ
ま
す
の
で
、
大

丈

夫

で
す
」 

人

見

、
指

を
引

っ
こ
抜

く
。 

人

見

「
は
ぁ
？

」 

鷹

尾

、
人

見

の
口

と
鼻

を
ふ
さ
ぐ
。 

鷹

尾

「
家

の
中

を
見

た
い
の
で
今

日

宿

泊

さ
せ
て
い
た
だ

い
て
も
？

」 

人

見

、
も
が
く
。 

波

留

子

「
え
、
え
え
。
構

い
ま
せ
ん
が
」 

鷹

尾

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
失

礼

し
ま
す
」 

鷹

尾

、
人

見

を
引

き
ず
っ
て
部

屋

を
出

る
。 

一

実

、
あ
と
に
続

く
。 

 

〇
同

・
廊

下

 

人

見

、
鷹

尾

に
掴

み
か
か
っ
て
。 

人

見

「
殺

す
気

か
」 

鷹

尾

「
い
や
い
や
～

（
へ
ら
へ
ら
）
」 

一

実

「
ち
ょ
っ
と
や
め
て
く
だ
さ
い
よ
」 
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応

接

間

か
ら
出

て
く
る
両

家

。 

葉

菜

子

、
人

見

と
鷹

尾

を
見

る
。 

一

実

、
葉

菜

子

に
気

づ
く
。 

眉

間

に
し
わ
が
寄

る
葉

菜

子

、
背

を
向

け
て
歩

き
出

す
。 

人

見

、
葉

菜

子

を
見

て
い
る
。 

鷹

尾

た
ち
に
允

典

が
近

づ
く
。 

允

典

「
お
部

屋

に
ご
案

内

い
た
し
ま
す
」 

三

人

、
允

典

に
続

く
。 

 

〇
同

・
二

階

・
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
１ 

允

典

、
扉

を
開

け
る
。 

豪

華

な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
吊

る
さ
れ
、
赤

を
基

調

に
家

具

が
置

か
れ
て
い
る
。 

允

典

「
こ
ち
ら
は
振

原

様

が
お
使

い
く
だ
さ
い
」 

一

実

「
え
っ
こ
ん
な
広

い
部

屋

を
？

」 

允

典

「
レ
デ
ィ
で
す
か
ら
」 

一

実

（
Ｍ

）
「
レ
デ
ィ
！

」 

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上

が
る
一

実

、
走

っ
て
ベ
ッ
ド
へ
ダ

イ
ブ
。 
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一

実

「
き
ゃ
ー
ふ
か
ふ
か
ー
！

」 

人

見

「
子

供

だ
な…

…

」 
鷹

尾

「
可

愛

い
ね
」 

允

典

「
で
は
お
隣

へ
」 

三

人

、
移

る
。 

一

実

、
あ
と
を
追

う
。 

 

〇
同

・
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
２ 

允

典

、
扉

を
開

け
る
。 

同

じ
家

具

の
配

置

で
青

を
基

調

に
し
た
部

屋

だ

が
、
一

実

の
部

屋

よ
り
少

し
狭

い
。 

允

典

「
こ
ち
ら
は
人

見

様─

」 

人

見

「
白

は
な
い
ん
で
す
か
？

」 

允

典

「
白

は
、
今

封

鎖

し
て
お
り
ま
し
て…

…

」 

人

見

、
允

典

を
じ
っ
と
見

る
。 

戸

惑

う
允

典

、
目

が
少

し
赤

い
。 

人

見

、
部

屋

を
見

て
。 

人

見

「
ま
あ
青

も
居

心

地

よ
さ
そ
う
だ
」 

一

実

「
こ
っ
ち
も
き
れ
ー
い
」 

人

見

「
何

で
居

る
」 
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一

実

「
え
ー
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ー
」 

允

典

「
で
は
お
次

」 

 

〇
同

・
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
３ 

允

典

、
扉

を
開

け
る
。 

同

じ
家

具

で
緑

基

調

の
部

屋

、
人

見

の
部

屋

と

同

じ
広

さ
。 

允

典

「
こ
ち
ら
は
鷹

尾

様

」 

鷹

尾

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

一

実

「
色

が
違

う
だ
け
で
雰

囲

気

が
違

い
ま
す
ね
」 

人

見

「
（
一

実

の
頭

を
鷲

摑

ん
で
）
戻

れ
」 

一

実

「
あ
ー
痛

ー
い
」 

 

〇
同

・
廊

下

 

人

見

、
文

句

を
ぶ
つ
ぶ
つ
言

い
な
が
ら
歩

く
。 

角

を
曲

が
る
と
そ
の
先

に
葉

菜

子

が
居

る
。 

引

き
返

す
人

見

、
こ
っ
そ
り
見

る
。 

葉

菜

子

、
窓

の
外

を
見

つ
め
て
い
る
。 

一

実

（
声

）
「
あ
ー
先

生

い
い
と
こ
ろ
に
！

」 

驚

く
人

見

、
振

り
返

る
。 
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葉

菜

子

、
立

ち
去

る
。 

一

実

「
お
手

洗

い
ど
こ
に
あ
る
か
知

り
ま
せ
ん
？ 

広

い
し

案

内

な
い
し
困

っ
て
る
ん
で
す
」 

人

見

「
知

る
か
、
そ
こ
ら
へ
ん
で
し
ろ
」 

人

見

、
歩

き
出

す
。 

一

実

「
ひ
ど
ー
い
」 

人

見

、
葉

菜

子

が
立

っ
て
い
た
場

所

に
立

つ
。 

中

庭

に
使

用

人

の
男

が
二

人

居

る
。 

×
 
×

 
×

 

一

実

、
片

っ
端

か
ら
部

屋

を
開

け
ま
く
る
。 

一

実

「
え
ー
ん
全

然

な
ー
い
」 

一

実

、
部

屋

を
開

け
る
。 

掃

除

用

具

が
し
ま
っ
て
あ
る
。 

一

実

「
ち
が
う
」 

一

実

、
閉

め
よ
う
と
し
て
止

ま
る
。 

一

実

、
部

屋

を
覗

く
。 

部

屋

の
中

に
允

典

、
泣

い
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。 

一

実

、
そ
っ
と
扉

を
閉

め
る
。 

一

実

「…
…

？ 

（
は
っ
と
し
て
）
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
か
っ

た
」 
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歩

く
一

実

、
角

を
曲

が
る
と
葉

菜

子

と
ば
っ
た
り

会

う
。 

一

実

「
あ
っ…

…

」 

×
 
×

 
×

 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
。 

鷹

尾

た
ち
を
睨

む
よ
う
な
葉

菜

子

。 

×
 
×

 
×

 

葉

菜

子

「
ど
う
か
な
さ
い
ま
し
た
？

」 

一

実

「
え
、
え
っ
と
、
お
手

洗

い
を
探

し
て
て…

…

」 

葉

菜

子

「
（
微

笑

む
）
ご
案

内

し
ま
す
よ
」 

一

実

「
い
い
ん
で
す
か
！ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

」 

 

〇
同

・
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
２

（
夜

） 

ソ
フ
ァ
ー
に
座

っ
て
い
る
人

見

、
本

を
読

む
。 

一

実

「
先

生

、
私

凄

い
こ
と
に
気

づ
い
ち
ゃ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
で
す
」 

人

見

「
ど
う
せ
く
だ
ら
な
い
こ
と
だ
ろ
」 

一

実

「
と
り
あ
え
ず
聞

い
て
く
だ
さ
い
よ
」 

人

見

「
は
ぁ
ん
？

」 

一

実

「
太

央

さ
ん
夫

婦

の
名

前

の
上

と
下

く
っ
つ
け
る
と
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ハ
ン
ニ
ン
に
な
る
ん
で
す
よ
（
ド
ヤ
）
」 

 
〇
一

実

の
妄

想

・
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
（
夜

） 
市

籠

（
仮

）
、
倒

れ
る
。 

背

後

の
繁

昌

と
柳

您

、
に
や
り
と
笑

う
。 

 

〇
壽

松

木

家

・
二

階

・
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
２

（
夜

） 

人

見

「
ば
か
や
ろ
う
（
デ
コ
ピ
ン
）
」 

一

実

「
い
っ
た
あ
あ
！

」 

一

実

、
悶

絶

。 

人

見

「
お
前

は
執

事

の
話

を
聞

い
て
た
か
？ 

講

義

中

み

た
い
に
白

目

向

い
て
寝

て
た
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
な
」 

 

〇
回

想

・
盧

胡

大

学

・
教

室

 

白

目

で
寝

て
い
る
一

実

、
舟

を
こ
ぐ
。 

 

〇
壽

松

木

家

・
二

階

・
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
２

（
夜

） 

一

実

「
し
、
し
て
ま
せ
ん
よ
！ 

講

義

だ
っ
て
真

面

目

に
受

け
て
ま
す
！

」 

人

見

「
（
鼻

で
笑

う
）
ど
ー
だ
か
」 
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一

実

、
人

見

の
横

で
寝

転

が
っ
て
い
る
。 

鷹

尾

、
別

の
ソ
フ
ァ
ー
で
資

料

を
読

む
。 

そ
の
横

に
紙

袋

が
い
く
つ
か
。 

人

見

「
い
や
何

で
集

ま
っ
て
い
る…

…

？

」 

鷹

尾

と
一

実

「
え
？

」 

人

見

「
え
？ 

じ
ゃ
な
い
！ 

せ
っ
か
く
貸

し
て
も
ら
っ
た
部

屋

が
あ
る
だ
ろ
！ 

帰

れ
！

」 

一

実

、
起

き
上

が
る
。 

一

実

「
広

す
ぎ
て
何

か
落

ち
着

か
な
く
て
」 

鷹

尾

「
同

じ
く
」 

人

見

「
僕

は
！ 

一

人

に
！ 

な
り
た
い
！

」 

一

実

「
あ
、
そ
ん
な
こ
と
よ
り
先

生

」 

人

見

「
人

の
訴

え
を
そ
ん
な
こ
と
だ
と…
…

？

」 

一

実

「
お
手

洗

い
を
探

し
て
た
時

に
部

屋

を
片

っ
端

か
ら

開

け
て
た
ん
で
す
け
ど
」 

人

見

「
自

分

が
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
言

っ
て
い
る
と
わ
か

っ
て
い
る
か
？

」 

一

実

「
こ
の
家

、
掃

除

用

具

を
し
ま
う
部

屋

が
あ
る
っ
て

知

っ
て
ま
し
た
？ 

そ
こ
そ
こ
広

く
て
人

住

め
ま
す
よ
、

あ
そ
こ
」 
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人

見

「
こ
れ
だ
け
広

い
家

な
ら
不

思

議

じ
ゃ
な
い
だ
ろ
」 

一

実

「
ま
あ
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
。
そ
こ
に
允

典

さ
ん
が
居

た
ん
で
す
よ
。
あ
れ
多

分

泣

い
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
」 

人

見

「
へ
え
？

」 

鷹

尾

、
資

料

を
し
ま
う
。 

鷹

尾

「
お
手

洗

い
に
は
ち
ゃ
ん
と
行

け
た
？

」 

一

実

「
は
い
、
葉

菜

子

さ
ん
が
案

内

し
て
く
れ
て
。
嫌

わ
れ

て
る
か
な
ー
っ
て
思

っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
全

然

、
す
ご
く

優

し
く
て
い
い
方

で
し
た
」 

頷

く
鷹

尾

、
紙

袋

か
ら
岩

手

県

産

む
か
し
の
牛

乳

を
出

す
。 

一

実

（
Ｍ

）
「
え
っ
！

？

」 

鷹

尾

、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
に
注

い
で
人

見

に
渡

す
。 

人

見

、
グ
ラ
ス
を
光

に
当

て
て
眺

め
る
。 

一

実

（
Ｍ

）
「
は
？ 

何

し
て
る
の
？ 

牛

乳

で
し
ょ
？ 

ワ

イ
ン
に
し
か
そ
れ
や
ら
な
い
で
し
ょ
」 

人

見

、
飲

ん
で
一

息

つ
く
。 

人

見

「
娘

と
執

事

が
怪

し
い
な
」 

一

実

（
Ｍ

）
「
え
っ
！

」 

鷹

尾

「
ど
う
し
て
？

」 
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人

見

「
娘

の
あ
の
顔

、
婚

約

者

と
い
う
よ
り
も
っ
と
特

別

な

も
の
を
な
く
し
た
よ
う
に
見

え
る
。
執

事

は
あ
の
話

し
方

だ
。
必

要

な
情

報

は
出

し
て
い
る
が
、
こ
れ
以

上

追

及

さ
れ
た
く
な
い
よ
う
に
見

え
た
」 

鷹

尾

、
紙

袋

か
ら
牛

乳

プ
リ
ン
を
出

し
て
人

見

の

前

に
置

く
。 

人

見

、
牛

乳

プ
リ
ン
を
食

べ
る
。 

人

見

「
そ
れ
と
中

国

人

と
娘

が
お
前

（
鷹

尾

）
に
反

応

し

て
な
か
っ
た
な
、
女

の
大

半

が
惚

れ
る
と
い
う
の
に
。
ま

あ
、
事

件

に
関

係

な
い
だ
ろ
う
が
。…

…

そ
う
い
や
執

事

の
息

子─

」 

鷹

尾

「
允

典

さ
ん
が
何

？

」 

人

見

「…
…

い
や
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話

だ
な
」 

一

実

（
Ｍ

）
「
餌

付

け
だ…

…

。
あ
れ
だ
け
嫌

が
っ
て
た
の
に

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
推

理

し
て
る…

…

」 

鷹

尾

「
そ
っ
か
、
じ
ゃ
あ
続

き
は
ま
た
明

日

だ
ね
」 

鷹

尾

、
立

ち
上

が
る
。 

一

実

「
あ
っ
、
あ
の
鷹

尾

さ
ん
」 

鷹

尾

「
ん
？ 

（
に
こ
）
」 

咲

き
乱

れ
る
薔

薇

。 
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一

実

（
Ｍ

）
「
ま
ぶ
し
っ
」 

一

実

「
そ
の
、
泊

り
だ
と
聞

い
て
な
か
っ
た
の
で
、
明

日

の

服

が
な
い
ん
で
す
け
ど
」 

人

見

「
僕

も
だ
。
裸

で
過

ご
せ
と
？

」 

一

実

「
や
だ
ぁ
見

た
く
な
い
」 

人

見

、
威

嚇

。 

鷹

尾

「
あ
あ
、
ご
め
ん
ご
め
ん
。
ち
ゃ
ん
と
用

意

し
て
あ
る
よ
」 

鷹

尾

、
人

見

と
一

実

に
袋

を
渡

す
。 

一

実

「
え
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ー
」 

一

実

（
Ｍ

）
「
わ
ー
い
、
鷹

尾

さ
ん
が
選

ん
で
く
れ
た
服

だ

ー
」 

 

〇
同

・
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
１

（
朝

） 

一

実

「
い
や
ダ
ッ
ッ
ッ
サ
！

」 

一

実

、
姿

見

の
前

に
立

っ
て
い
る
。 

生

成

り
色

の
半

袖

Ｔ

シ
ャ
ツ
の
ど
真

ん
中

に
白

目

を
む
い
て
舌

を
出

し
て
い
る
真

っ
赤

な
顔

が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。 

下

は
大

半

が
破

け
た
ダ
メ
ー
ジ
ジ
ー
ン
ズ
。 

一

実

「
こ
ん
な
の
ど
こ
で
見

つ
け
て
く
る
の…

…

」 
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ノ
ッ
ク
の
音

。 

人

見

（
声

）
「
お
い
、
ま
だ
寝

て
ん
の
か
」 

一

実

「
お
、
起

き
て
ま
す
よ
！

（
扉

へ
）
」 

一

実

、
扉

を
開

け
る
。 

人

見

、
ス
ー
ツ
を
着

て
い
る
。 

人

見

「
（
吹

き
出

す
）…

…
似

合

っ
て
る
ぞ
」 

一

実

「
絶

対

思

っ
て
な
い
ー
！

」 

 

〇
同

・
一

階

・
応

接

間

（
朝

） 

全

員

、
昨

日

と
同

じ
場

所

に
座

っ
て
い
る
。 

人

見

に
続

い
て
部

屋

に
入

る
一

実

。 

一

実

に
視

線

が
集

中

。 

一

実

（
Ｍ

）
「
い
じ
め
だ…

…

」 

人

見

と
一

実

、
座

る
。 

ス
ー
ツ
姿

の
鷹

尾

、
一

実

を
見

る
。 

鷹

尾

「
可

愛

い
ね
」 

人

見

、
珍

獣

を
見

た
よ
う
な
顔

。 

一

実

「
あ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

一

実

（
Ｍ

）
「
も
う
な
ん
で
も
い
い
や
～

」 

鷹

尾

「
お
集

ま
り
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
人
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見

が
気

づ
い
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
」 

人

見

「
は
？

」 
鷹

尾

「
さ
あ
（
話

し
て
）
」 

人

見

、
不

満

そ
う
に
。 

人

見

「
昨

日

の
語

り
の
中

に
虚

偽

が
あ
る
」 

壽

松

木

家

と
太

央

家

、
顔

を
見

合

わ
せ
る
。 

寿

宏

、
微

動

だ
に
し
な
い
。 

葉

菜

子

、
顔

を
伏

せ
て
い
る
。 

波

留

子

「
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
？

」 

人

見

「
真

実

と
異

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
」 

波

留

子

「
そ
、
そ
れ
は
わ
か
っ
て
ま
す
！ 

一

体

誰

が
嘘

を

…
…

」 静

か
に
な
る
室

内

。 

人

見

、
溜

息

を
吐

き
面

倒

く
さ
そ
う
に
。 

人

見

「
娘

（
指

さ
す
）
」 

葉

菜

子

、
驚

い
て
顔

を
上

げ
る
。 

人

見

「
と
執

事

（
指

さ
す
）
」 

寿

宏

、
表

情

を
変

え
な
い
。 

人

見

「
何

か
述

べ
る
こ
と
は
？

」 

波

留

子

「
寿

宏

！ 

ど
う
い
う
こ
と
な
の
！

」 
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寿

宏

「…
…

申

し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
」 

波

留

子

「
と
い
う
こ
と
は
、
あ
な
た
が─

」 
葉

菜

子

「
違

う
！

」 

波

留

子

「
え…

…

じ
ゃ
あ…

…

（
？

？

）
」 

喜

多

彦

「
そ
、
そ
ん
な
わ
け
な
い
だ
ろ
」 

波

留

子

「
そ
う
よ
ね
。
そ
う
に
決

ま
っ
て
る
。
で
し
ょ
う
？ 

探

偵

さ
ん
」 

人

見

「
僕

に
聞

か
な
い
で
も
ら
え
ま
す
か
？

」 

波

留

子

「
え
っ
」 

人

見

「
昨

日

推

理

し
な
い
と
言

い
ま
し
た
よ
ね
？

」 

一

実

（
Ｍ

）
「
夜

し
て
た
け
ど
」 

喜

多

彦

「
言

う
だ
け
言

っ
て
そ
れ
は
な
い
だ
ろ
！

 

無

責

任

だ
！

」 

波

留

子

「
そ
う
よ
！ 

ち
ゃ
ん
と
全

部

説

明

し
て
ち
ょ
う
だ

い
！

」 

繁

昌

「
探

偵

な
ん
だ
か
ら
そ
れ
ぐ
ら
い
仕

事

し
た
ら
ど
う
な

ん
だ
」 次

々
と
ヤ
ジ
が
飛

ぶ
。 

黙

っ
て
い
る
人

見

、
次

第

に
ム
カ
つ
い
て
き
て
。 

人

見

「
あ
ー
！

 

う
る
さ
ー
い
！

 

僕

は
！

 

推

理

を
！ 
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し
な
い
！

 

少

し
は
自

分

で
考

え
る
努

力

を

し
ろ
！ 

い
つ
で
も
正

解

を
人

か
ら
も
ら
え
る
と
思

う
な
！ 

こ
の

金

の
亡

者

が
！

」 

一

実

（
Ｍ

）
「
最

後

た
だ
の
悪

口

」 

人

見

「
推

理

な
ん
か
誰

が
す
る
か
、
怖

気

が
走

る
。
の
た
打

ち
回

っ
て
吐

瀉

物

を
ま
き
散

ら
す
ぞ
！

」 

一

実

（
Ｍ

）
「
絶

対

学

校

に
行

き
た
く
な
い
子

供

の
言

い

訳

み
た
い
」 

喜

多

彦

、
波

留

子

、
繁

昌

、
ド
ン
引

き
し
て
い
る
。 

鷹

尾

、
葉

菜

子

を
見

て
。 

鷹

尾

「
話

し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

」 

葉

菜

子

「…
…

」 

波

留

子

「
葉

菜

子

、
ど
う
し
て
？

 

あ
な
た
た
ち
仲

良

く

や
っ
て
い
た
じ
ゃ
な
い
」 

葉

菜

子

「
は
？

 

や
め
て
よ
、
私

が
や
っ
た
み
た
い
に
言

わ

な
い
で
」 

波

留

子

「
で
、
で
も
あ
な
た…

…

」 

葉

菜

子

「
嘘

吐

い
た
。
そ
れ
は
認

め
る
。
け
ど
私

は
、
絶

対

に
市

籠

さ
ん
を
殺

し
た
り
な
ん
か
し
な
い
」 

波

留

子

「
じ
ゃ
あ
、
や
っ
ぱ
り…

…

」 
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波

留

子

、
寿

宏

を
見

る
。 

葉

菜

子

「
寿

宏

さ
ん
は
私

の
嘘

に
付

き
合

っ
て
も
ら
っ
た

だ
け
」 

喜

多

彦

「
何

な
ん
だ
一

体

。
は
っ
き
り
言

い
な
さ
い
」 

葉

菜

子

「…
…

、
第

一

発

見

者

は…
…

私

な
の
」 

 

〇
回

想

・
同

・
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
・
事

件

当

日

（
夜

） 

Ｔ
【
事

件

当

夜

】 

葉

菜

子

、
扉

を
開

け
る
と
市

籠

（
３

０

）
が
床

に

倒

れ
て
い
る
。 

驚

く
葉

菜

子

。 

葉

菜

子

（
Ｎ

）
「
す
ぐ
あ
と
に
允

典

さ
ん
が
来

ま
し
た
。
私

は
寿

宏

さ
ん
を
呼

び
に
行

っ
て
、
允

典

さ
ん
は
厨

房

へ
」 

葉

菜

子

と
允

典

、
部

屋

を
離

れ
る
。 

葉

菜

子

、
寿

宏

を
連

れ
て
戻

っ
て
く
る
。 

葉

菜

子

（
Ｎ

）
「
寿

宏

さ
ん
は
何

も
聞

か
ず
、
第

一

発

見

者

は
自

分

が
な
る
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
」 

 

〇
壽

松

木

・
一

階

・
応

接

間

（
朝

） 

鷹

尾

「
允

典

さ
ん
は
な
ぜ
そ
の
時

間

に
起

き
て
い
た
ん
で
す
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か
？

」 

允

典

「…
…

そ
れ
は…

…

」 
喜

多

彦

「
お
前

か
！

」 

波

留

子

「
ま
さ
か
！

」 

人

見

「
ん
な
わ
け
ね
ー
だ
ろ
。
こ
れ
だ
か
ら
脳

み
そ
ツ
ル
ツ
ル

民

族

は
」 

一

実

（
Ｍ

）
「
新

し
い
民

族

産

ま
れ
た
」 

喜

多

彦

「
き
、
君

、
さ
っ
き
か
ら
失

礼

じ
ゃ
な
い
か
！ 

私

は
こ
の
家

の
当

主

だ
ぞ
、
ど
こ
に
目

を
付

け
て
い
る
ん

だ
！

」 

人

見

「
あ
ん
た
こ
そ
脂

肪

で
眼

球

埋

ま
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
？ 

そ
の
ツ
ル
ピ
カ
脳

み
そ
使

っ
て
考

え
れ
ば
わ

か
る
こ
と
だ
ろ
」 

喜

多

彦

「
な
、
何

を
だ
！

」 

人

見

「
（
呆

れ
る
）
娘

の
婚

約

者

と
執

事

の
息

子

が
恋

仲

だ
っ
た
こ
と
だ
よ
」 

全

員

、
驚

く
。 

寿

宏

、
動

揺

し
つ
つ
允

典

を
見

る
。 

允

典

、
俯

い
て
い
る
。 

波

留

子

「
そ
ん
な
こ
と
っ
て…

…

」 
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波

留

子

、
繁

昌

を
見

る
。 

繁

昌

「
（
人

見

に
）
う
、
嘘

を
言

う
ん
じ
ゃ
な
い
」 

人

見

「
聞

い
て
み
れ
ば
い
い
」 

全

員

、
允

典

を
見

る
。 

允

典

、
床

に
手

を
着

い
て
土

下

座

。 

允

典

「
申

し
訳

、
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」 

寿

宏

、
慌

て
て
土

下

座

。 

寿

宏

「
愚

息

が
大

変

な
こ
と
を…

…
！

」 

繁

昌

「
（
舌

打

ち
）
息

子

の
分

際

で
選

り
好

み
し
て
る
と

思

っ
た
ら
、
あ
の
出

来

損

な
い
が…

…

」 

喜

多

彦

「
ク
ソ
、
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
。
と
ん
だ
ハ
ズ
レ
を
つ
か

ま
さ
れ
た
」 

葉

菜

子

「
ふ
ざ
け
な
い
で
！

 

二

人

の
愛

は
こ
こ
に
居

る

誰

よ
り
も
美

し
く
尊

い
愛

よ
！

」 

喜

多

彦

と
繁

昌

、
驚

く
。 

柳

您

、
土

下

座

し
て
い
る
寿

宏

と
允

典

の
そ
ば
へ

行

き
、
頭

を
上

げ
さ
せ
る
。 

葉

菜

子

「
二

人

が
こ
う
な
る
ま
で
ど
れ
く
ら
い
の
年

月

と

苦

労

が
要

っ
た
と
思

う
！

？

 

あ
な
た
た
ち
に
は
想

像

も
つ
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
！

 

そ
れ
を
知

ろ
う
と
も
し
な
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い
で
出

来

損

な
い
だ
の
ハ
ズ
レ
だ
の
、
馬

鹿

に
す
る
の
も

い
い
加

減

に
し
て
！

」 
波

留

子

「…
…

葉

菜

子

、
あ
な
た
知

っ
て
た
の
ね
？ 

知

っ

て
て
市

籠

さ
ん
と
婚

約

し
た
の
？

」 

葉

菜

子

「
え
え
、
そ
う
よ
。
で
も
そ
れ
が
何

？

 

悪

い
こ
と

な
ん
て
何

も
し
て
な
い
じ
ゃ
な
い
」 

波

留

子

「
け
ど
あ
な
た
の
気

持

ち
は
？

 

跡

継

ぎ
は
？ 

ど
う
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
？

」 

葉

菜

子

「
美

し
い
愛

を
間

近

で
見

ら
れ
る
の
な
ら
私

の
気

持

ち
な
ん
て
ど
う
だ
っ
て
い
い
。
二

人

が
幸

せ
に
な
る
た

め
な
ら
私

は
何

だ
っ
て
す
る
。
子

供

も
私

が
代

理

で
産

む
つ
も
り
だ
っ
た
。
医

者

に
も
話

は
し
て
あ
る
」 

波

留

子

「
何

て
こ
と…

…

。
そ
れ
じ
ゃ
あ
な
た
、
ま
る
で
道

具

じ
ゃ
な
い
」 

葉

菜

子

、
波

留

子

を
ビ
ン
タ
。 

葉

菜

子

「
二

度

と
そ
ん
な
言

葉

使

わ
な
い
で
」 

波

留

子

、
頬

を
押

さ
え
て
呆

然

と
し
て
い
る
。 

葉

菜

子

「
私

は
今

ま
で
色

ん
な
方

と
お
会

い
し
て
き
た
け

れ
ど
、
惹

か
れ
る
人

は
誰

一

人

と
し
て
居

な
か
っ
た
。
お

金

持

ち
の
方

も
企

業

に
お
勤

め
の
方

も
海

外

の
方

も
、
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皆

同

じ
。
で
も
、
市

籠

さ
ん
と
出

会

っ
た
瞬

間

、
こ
の
人

に
は
何

か
あ
る
と
思

っ
た
の
」 

 

〇
回

想

・
同

・
広

間

・
３

年

前

 

Ｔ
【
３

年

前

】 

パ
ー
テ
ィ
が
開

か
れ
て
い
る
。 

壽

松

木

家

、
太

央

家

と
対

面

。 

葉

菜

子

（
Ｎ

）
「
市

籠

さ
ん
は
出

会

っ
た
時

か
ら
優

し
か
っ

た
」 

タ
キ
シ
ー
ド
姿

の
市

籠

（
２

７

）
、
ド
レ
ス
姿

の
葉

菜

子

（
２

５

）
に
深

く
お
辞

儀

を
す
る
。 

葉

菜

子

、
お
辞

儀

を
返

す
。 

葉

菜

子

（
Ｎ

）
「
で
も
私

に
気

が
な
い
こ
と
は
な
ん
と
な
く

わ
か
っ
て
い
た
。
こ
の
人

に
は
想

い
人

が
居

る
、
そ
う
感

じ
て
い
た
の
に
、
私

は
ど
う
し
て
も
市

籠

さ
ん
か
ら
離

れ

ら
れ
な
か
っ
た
。
湧

き
上

が
っ
て
く
る
こ
の
感

情

が
何

な

の
か
知

り
た
か
っ
た
か
ら
」 

 

〇
回

想

・
同

・
二

階

・
廊

下

・
３

年

前

（
夜

） 

葉

菜

子

（
Ｎ

）
「
あ
る
日

、
私

は
見

て
し
ま
っ
た
の
」 
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寝

間

着

姿

の
葉

菜

子

、
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
と
二

人

分

の
カ
ッ
プ
を
乗

せ
た
お
盆

を
持

っ
て
い
る
。 

葉

菜

子

、
窓

を
見

る
。 

葉

菜

子

（
Ｎ

）
「
市

籠

さ
ん
と
允

典

さ
ん
が
手

を
繋

い
で
い

る
と
こ
ろ
を
」 

中

庭

の
木

に
も
た
れ
か
か
っ
て
座

っ
て
い
る
市

籠

と
允

典

（
２

７

）
、
手

を
繋

い
で
笑

い
合

っ
て
い
る
。 

お
盆

を
落

と
す
葉

菜

子

、
走

り
出

す
。 

 

〇
回

想

・
同

・
階

段

・
３

年

前

（
夜

） 

葉

菜

子

（
Ｎ

）
「
私

は
こ
の
時

、
全

て
が
わ
か
っ
た
気

が
し

た
」 

葉

菜

子

、
階

段

を
駆

け
下

り
る
。 

 

〇
回

想

・
同

・
一

階

・
玄

関

・
３

年

前

（
夜

） 

葉

菜

子

（
Ｎ

）
「
市

籠

さ
ん
が
私

に
向

け
る
視

線

や
声

の

奥

に
憂

い
を
含

ん
で
い
た
理

由

が
」 

葉

菜

子

、
扉

を
開

け
て
外

へ
。 

 

〇
回

想

・
同

・
中

庭

（
夜

） 
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市

籠

と
允

典

、
談

笑

し
て
い
る
。 

葉

菜

子

、
駆

け
て
く
る
。 

葉

菜

子

（
Ｎ

）
「
そ
し
て
思

っ
た
の
」 

葉

菜

子

に
気

づ
く
市

籠

と
允

典

、
顔

が
固

ま
る
。 

允

典

、
繋

い
で
い
た
手

を
離

す
。 

市

籠

と
允

典

の
前

で
膝

を
着

く
葉

菜

子

、
そ
れ

ぞ
れ
の
手

を
握

る
。 

葉

菜

子

（
Ｎ

）
「
こ
れ
は
世

界

で
一

番

綺

麗

な
愛

な
ん
だ

っ
て
」 

 

〇
壽

松

木

家

・
一

階

・
応

接

間

（
朝

） 

葉

菜

子

「
そ
の
日

は
た
く
さ
ん
お
話

を
し
た
。
今

ま
で
の
こ

と
、
二

人

の
こ
れ
か
ら
の
こ
と
、
そ
し
て
、
三

人

で
ど
う

生

き
て
い
く
か
」 

允

典

、
俯

い
て
涙

を
流

し
て
い
る
。 

一

実

、
号

泣

。 

人

見

、
一

実

を
二

度

見

し
て
引

く
。 

葉

菜

子

「
市

籠

さ
ん
は
婿

と
し
て
う
ち
に
入

れ
ば
毎

日

允

典

さ
ん
と
過

ご
せ
る
。
允

典

さ
ん
は
仕

事

と
し
て
市

籠

さ
ん
と
一

緒

に
居

ら
れ
る
。
そ
の
条

件

と
し
て
ど
ん
な
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時

も
三

人

が
一

緒

。
そ
う
す
れ
ば
私

は
二

人

の
愛

を
間

近

で
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
得

し
か
な
い
婚

約

だ

っ
た
」 

鷹

尾

「
だ
か
ら
あ
の
日

、
あ
な
た
が
第

一

発

見

者

に
」 

葉

菜

子

「
（
頷

く
）
は
い
。
仕

事

を
終

え
た
允

典

さ
ん
が
市

籠

さ
ん
の
部

屋

に
行

く
の
で
、
私

も
同

じ
く
部

屋

に
」 

鷹

尾

「
そ
し
て
市

籠

さ
ん
を
見

つ
け
た
、
と
」 

葉

菜

子

、
涙

を
流

す
。 

葉

菜

子

「
私

は
二

人

の
愛

が
大

好

き
だ
っ
た
。
こ
ん
な
に

素

晴

ら
し
い
物

が
こ
の
世

に
あ
る
ん
だ
と
、
毎

日

神

様

に
感

謝

し
て
い
た
く
ら
い
。
そ
れ
な
の
に
、
こ
ん
な…
…

」 

鷹

尾

「
允

典

さ
ん
は
厨

房

へ
何

し
に
？

」 

允

典

「…
…

レ
モ
ネ
ー
ド
を
置

き
に
行

き
ま
し
た
」 

鷹

尾

「
レ
モ
ネ
ー
ド
」 

允

典

「
市

籠

さ
ん
は
レ
モ
ネ
ー
ド
が
お
好

き
で
、
い
つ
も
お

部

屋

に
お
邪

魔

す
る
時

は
持

っ
て
行

っ
て
ま
し
た
の
で
」 

鷹

尾

「
な
る
ほ
ど
、
皆

さ
ん
が
集

ま
っ
た
時

に
レ
モ
ネ
ー
ド

を
持

っ
て
い
た
ら
疑

問

に
思

い
ま
す
か
ら
ね
」 

允

典

「
動

揺

し
て
い
る
私

に
葉

菜

子

お
嬢

様

が
そ
う
言

っ

て
く
だ
さ
り
、
厨

房

に
戻

り
ま
し
た
」 
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繁

昌

「
（
溜

息

）
バ
カ
息

子

が
。
大

し
た
功

績

も
残

せ
な
い

上

に
男

が
好

き
だ
な
ん
て
」 

葉

菜

子

「
そ
ん
な
！

」 
柳

您

、
繁

昌

を
ビ
ン
タ
。 

柳

您

「
こ
れ
は
あ
の
子

の
分

」 

柳

您

、
も
う
一

度

ビ
ン
タ
。 

柳

您

「
そ
し
て
こ
れ
は
執

事

の
子

の
分

」 

繁

昌

、
頬

を
押

さ
え
涙

目

で
柳

您

を
見

る
。 

繁

昌

「
ゆ
、
ゆ
う
に
ゃ
ん…

…

？

」 

一

実

（
Ｍ

）
「
ゆ
う
に
ゃ
ん
！

」 

柳

您

「
こ
の
世

の
宝

で
あ
る
Ｂ

Ｌ

を
否

定

す
る
あ
な
た
と

は
や
っ
て
い
け
な
い
」 

柳

您

、
鞄

か
ら
離

婚

届

を
出

し
て
繁

昌

の
額

に

叩

き
つ
け
る
。 

柳

您

「
ず
っ
と
言

っ
て
な
か
っ
た
け
ど
、
私

、
Ｂ

Ｌ

作

家

な

の
。
代

表

作

は
、
夕

日

に
染

ま
っ
た
カ
ー
テ
ン
に
く
る
ま

っ
て
話

を
し
よ
う
～

キ
ミ
の
玄

米

茶

は
ボ
ク
が
作

る
～

よ
」 

一

実

「
題

名

な
っ
が
！

」 

人

見

「
何

で
玄

米

茶

な
ん
だ
」 
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鷹

尾

「
深

く
考

え
な
い
方

が
い
い
よ
」 

柳

您

、
応

接

間

を
出

る
。 

繁

昌

の
額

か
ら
離

婚

届

が
は
ら
り
と
落

ち
る
。 

葉

菜

子

、
は
っ
と
し
て
。 

葉

菜

子

「
ま

、
ま

さ

か

、
柳

谷

ネ

コ
に
ゃ
ん

に
ゃ
ん

先

生

！

？

」 

葉

菜

子

、
追

い
か
け
る
。 

人

見

「
何

だ
そ
れ
」 

一

実

「
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
長…

…

」 

鷹

尾

「
深

く
考

え
な
～

い
」 

喜

多

彦

「
（
ボ
ソ
ボ
ソ
）
男

と
男

…
…

？ 

あ
り
え
な
い
だ

ろ
」 

繁

昌

「
（
ボ
ソ
ボ
ソ
）
前

の
妻

が
育

て
方

を
間

違

え
た
ん
だ
。

俺

は
悪

く
な
い…

…

」 

人

見

、
片

足

を
机

に
叩

き
つ
け
る
よ
う
に
乗

せ
る
。 

喜

多

彦

と
繫

昌

、
驚

く
。 

人

見

、
足

を
組

み
な
が
ら
。 

人

見

「
人

は
知

ら
な
い
も
の
を
恐

れ
る
、
だ
か
ら
知

る
こ
と

が
大

切

な
ん
で
す
。
培

わ
れ
た
知

識

で
し
か
物

事

を
判

断

で
き
な
い
か
ら
、
知

っ
て
理

解

す
る
と
い
う
努

力

が
必
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要

な
ん
で
す
。
知

る
こ
と
は
簡

単

で
す
。
難

し
い
こ
と
で

は
な
い
。
で
は
な
ぜ
あ
な
た
方

が
し
な
い
の
か
、
僕

は
不

思

議

で
し
ょ
う
が
な
い
。
そ
ん
な
単

純

な
こ
と
も
で
き
な

い
と
こ
の
先

ど
う
な
る
か
教

え
て
差

し
上

げ
ま
し
ょ
う
。

世

間

に
迷

惑

を
か
け
る
老

害

で
す
よ
。
幼

児

で
も
で
き

る
こ
と
を
怠

っ
た
結

果

、
歳

だ
け
無

駄

に
食

っ
て
人

に

疎

ま
れ
蔑

ま
れ
、
そ
れ
に
す
ら
気

づ
か
ず
、
世

の
中

の
中

心

は
自

分

だ
と
勘

違

い
し
た
迷

惑

な
存

在

。
そ
れ
を
世

間

で
は
老

害

と
い
う
ん
で
す
。
そ
ん
な
ゴ
ミ
よ
り
役

立

た

な
い
も
の
に
な
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
ど
う
ぞ
、
ご
勝

手

に
」 

喜

多

彦

と
繫

昌

、
目

を
そ
ら
す
。 

人

見

「
人

を
愛

す
る
こ
と
は
何

よ
り
素

晴

ら
し
い
。
同

性

で
も
異

性

で
も
、
そ
れ
は
変

わ
ら
な
い
。
恋

愛

は
異

性

で

な
い
と
い
け
な
い
な
ん
て
決

ま
り
は
ど
こ
に
も
存

在

し
ま

せ
ん
。
そ
れ
を
部

外

者

が
変

だ
狂

っ
て
い
る
だ
病

気

だ

な
ん
だ
と
、
首

を
突

っ
込

む
方

が
よ
っ
ぽ
ど
お
か
し
い
ん

で
す
。
誰

か
の
趣

味

嗜

好

を
本

人

以

外

の
人

間

が
否

定

す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
ん
で
す
よ
」 

喜

多

彦

と
繁

昌

、
縮

こ
ま
る
。 

静

ま
り
返

る
室

内

。 
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一

実

「
あ
れ
？ 

そ
れ
で
犯

人

は
？

」 

鷹

尾

「
（
白

々
し
く
）
あ
あ
、
そ
う
だ
。
先

ほ
ど
逮

捕

し
た
と

連

絡

が
来

ま
し
て
ね
。
太

央

家

の
メ
イ
ド
で
す
。
旦

那

さ
ん
を
狙

っ
た
そ
う
で
す
が
、
顔

を
見

ら
れ
て
し
ま
っ
て

咄

嗟

に
、
だ
そ
う
で
す
よ
」 

全

員

、
呆

然

と
す
る
。 

鷹

尾

「
凶

器

も
見

つ
か
り
ま
し
た
。
い
や
あ
、
解

決

し
て
よ

か
っ
た
で
す
ね
～

。
で
は
、
私

た
ち
は
こ
れ
で
」 

鷹

尾

、
出

て
行

く
。 

溜

息

を
吐

く
人

見

、
あ
と
に
続

く
。 

一

実

、
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
。 

人

見

、
早

く
と
手

招

き
す
る
。 

は
っ
と
す
る
一

実

、
席

を
立

つ
。 

 

〇
同

・
外

門

か
ら
住

宅

街

（
朝

） 

人

見

「
最

初

か
ら
外

部

犯

だ
と
わ
か
っ
て
た
な
」 

一

実

「
え
っ
！

？

」 

鷹

尾

「
（
に
っ
こ
り
）
何

の
こ
と
か
な
あ
」 

人

見

「
お
前

な
あ…

…

！

」 

一

実

「
ま
あ
ま
あ
！

 

先

生

が
居

な
き
ゃ
葉

菜

子

さ
ん
と
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允

典

さ
ん
の
気

持

ち
は
一

生

知

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
わ
け
で
す
し
」 

人

見

「
そ
れ
が
何

だ
っ
て
い
う
ん
だ
」 

一

実

「
と
て
も
大

切

な
こ
と
で
す
よ
。
あ
の
家

族

に
と
っ
て
、

す
ご
く
」 

人

見

「…
…

そ
う
い
や
お
前

泣

い
て
た
な
」 

一

実

「
そ
り
ゃ
素

敵

な
お
話

で
し
た
し
」 

人

見

、
視

線

を
外

し
て
。 

人

見

「
そ
う
か
、
な
ら
あ
れ
も
素

敵

な
愛

だ
と
言

え
る
な
」 

一

実

「
あ
れ
？

」 

一

実

、
人

見

の
視

線

を
追

う
。 

道

路

を
挟

ん
だ
向

か
い
側

の
歩

道

で
男

二

人

が

手

を
繋

い
で
歩

い
て
い
る
。 

片

方

は
一

実

が
告

白

し
た
人

物

。 

一

実

「
え
っ
！

？ 

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
！

」 

人

見

「
そ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
」 

一

実

「
な
、
な
ん
っ
！ 

え
、
っ
て
い
う
か
何

で
先

生

が
知

っ

て
い
る
よ
う
な
顔

を
し
て
い
る
ん
で
す
か
」 

人

見

「
あ
？ 

知

っ
て
る
か
ら
に
決

ま
っ
て
る
だ
ろ
」 

一

実

「
ど
う
し
て
！

」 
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鷹

尾

「
あ
れ
、
一

実

ち
ゃ
ん
知

ら
な
い
？

 

心

理

学

の
講

師

や
っ
て
る
よ
？

」 
一

実

「
何

で
す
か
そ
れ
！ 

聞

い
て
な
い
で
す
よ
！

」 

人

見

「
探

偵

業

だ
け
で
あ
そ
こ
の
家

賃

を
払

え
る
わ
け
な

い
だ
ろ
」 

一

実

「
え
ー
？ 

人

に
教

え
ら
れ
る
ほ
ど
ち
ゃ
ん
と
し
て
る

よ
う
に
見

え
な
い
ん
で
す
け
ど
」 

人

見

「
学

長

が
ど
う
し
て
も
と
言

う
か
ら
行

っ
て
や
っ
て
る

ん
だ
」 

一

実

「
う
わ
偉

そ
う
。
ま
と
も
に
講

義

や
ら
な
い
で
人

ば
っ

か
見

て
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

」 

人

見

「
そ
う
だ
が
何

か
？

」 

一

実

「
ひ
っ
キ
モ
！

」 

人

見

「
だ
か
ら
お
前

が─

」 

 

〇
回

想

・
盧

胡

大

学

・
教

室

 

人

見

（
Ｎ

）
「
講

義

中

に
白

目

向

い
て
寝

て
る
の
も
」 

一

実

、
白

目

で
舟

を
こ
い
で
い
る
。 

入

口

に
地

味

な
服

装

の
人

見

が
立

っ
て
い
る
。 

人

見

、
鼻

で
馬

鹿

に
し
た
よ
う
に
笑

う
。 



 

51 

 

 

〇
回

想

・
同

・
廊

下

 
人

見

（
Ｎ

）
「
こ
そ
こ
そ
隠

れ
な
が
ら
あ
い
つ
を
見

て
い
た
の

も
」 

男

、
友

達

と
喋

り
な
が
ら
歩

く
。 

一

実

、
通

路

の
壁

に
隠

れ
て
男

を
見

て
い
る
。 

そ
の
後

ろ
の
通

路

に
居

る
人

見

、
顔

半

分

出

し

て
一

実

を
見

て
い
る
。 

 

〇
住

宅

街

 

人

見

「
ぜ
ー
ん
ぶ
知

っ
て
る
」 

人

見

、
高

笑

い
す
る
。 

一

実

「
嫌

な
人

ー
！

」 

終

わ
り 


